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（
密
接
関
係
法
人
等
の
範
囲
）

第
十
三
条

通
則
法
第
五
十
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
営
利
企
業
等
（
同
項
に
規
定
す
る
営
利
企
業
等
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
及
び
第
十
五
条
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
、
資
本
関
係
、
取
引
関
係
等
に
お
い
て
当
該
中
期

目
標
管
理
法
人
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
中
期
目
標
管
理
法
人
（
当
該
中
期
目
標
管
理
法
人
に
よ
り
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
を
決
定
す

る
機
関
を
支
配
さ
れ
て
い
る
営
利
企
業
等
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。）が
他
の
営
利
企
業
等
の
財
務

及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他

の
営
利
企
業
等
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

二

通
則
法
第
五
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
禁
止
さ
れ
る
提
供
、
依
頼
又
は
要
求
の
日
（
次
号
に
お
い
て

「
行
為
日
」
と
い
う
。）前
五
年
間
に
係
る
営
利
企
業
等
の
事
業
年
度
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
事
業
年
度
」

と
い
う
。）の
う
ち
い
ず
れ
か
の
事
業
年
度
に
お
い
て
当
該
中
期
目
標
管
理
法
人
と
の
間
に
締
結
し
た
売
買
、
賃

借
、
請
負
そ
の
他
の
契
約
（
電
気
、
ガ
ス
又
は
水
道
水
の
供
給
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
継
続
的
給
付
と
し
て

総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
受
け
る
契
約
を
除
く
。）の
総
額
が
二
千
万
円
以
上
で
あ
る
営
利
企
業
等
で
あ
っ

て
、
当
該
契
約
の
総
額
の
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
売
上
額
又
は
仕
入
額
等
の
総
額
に
占
め
る
割
合
が
二
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
（
資
本
の
額
又
は
出
資
の
総
額
が
三
億
円
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
の
数
が

三
百
人
以
上
で
あ
る
営
利
企
業
等
に
あ
っ
て
は
、
十
パ
ー
セ
ン
ト
）
以
上
で
あ
る
も
の

三

行
為
日
前
五
年
間
に
、
当
該
中
期
目
標
管
理
法
人
に
対
し
、
許
認
可
等
（
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第

八
十
八
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
許
認
可
等
を
い
う
。）又
は
補
助
金
等
（
補
助
金
、
負
担
金
、
利
子
補

給
金
そ
の
他
相
当
の
反
対
給
付
を
受
け
な
い
給
付
金
を
い
う
。）の
交
付
に
係
る
申
請
中
の
期
間
が
あ
る
営
利
企

業
等

四

当
該
中
期
目
標
管
理
法
人
に
よ
る
立
入
検
査
（
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）又
は
不
利

益
処
分
（
行
政
手
続
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
不
利
益
処
分
を
い
う
。）の
対
象
と
な
り
得
る
営
利
企
業
等

（
退
職
手
当
通
算
予
定
役
職
員
の
範
囲
）

第
十
四
条

通
則
法
第
五
十
条
の
四
第
五
項
に
規
定
す
る
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
引
き
続
い
て
採
用
が
予
定
さ
れ

て
い
る
者
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
退
職
手
当
通
算
法
人
等
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
退
職
手
当
通
算

法
人
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
役
員
又
は
退
職
手
当
通
算
法
人
等
に
使
用
さ
れ
る
者
と
な
る

た
め
退
職
し
た
場
合
に
通
則
法
第
五
十
条
の
二
第
二
項
又
は
第
五
十
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の

支
給
の
基
準
に
よ
り
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
者
と
す
る
。

（
再
就
職
者
に
よ
る
法
令
等
違
反
行
為
の
依
頼
等
の
届
出
の
手
続
）

第
十
五
条

通
則
法
第
五
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
同
条
各
号
に
掲
げ
る
要
求
又
は
依
頼
を
受
け
た
後
遅

滞
な
く
、
総
務
省
令
で
定
め
る
様
式
に
従
い
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
中
期
目
標
管
理
法
人
の
長

に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

氏
名

二

中
期
目
標
管
理
法
人
の
役
員
又
は
職
員
の
地
位

三

法
令
等
違
反
行
為
（
通
則
法
第
五
十
条
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
法
令
等
違
反
行
為
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。）の
要
求
又
は
依
頼
を
し
た
再
就
職
者
（
通
則
法
第
五
十
条
の
六
第
一
号
に
規
定
す
る
再
就
職

者
を
い
う
。）の
氏
名

四

前
号
の
再
就
職
者
が
そ
の
地
位
に
就
い
て
い
る
営
利
企
業
等
の
名
称
及
び
当
該
営
利
企
業
等
に
お
け
る
当
該

再
就
職
者
の
地
位

五

法
令
等
違
反
行
為
の
要
求
又
は
依
頼
が
行
わ
れ
た
日
時

六

法
令
等
違
反
行
為
の
要
求
又
は
依
頼
の
内
容

（
中
期
目
標
管
理
法
人
の
長
へ
の
届
出
）

第
十
六
条

通
則
法
第
五
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
中
期
目
標
管
理
法
人
役
職
員

（
同
項
に
規
定
す
る
中
期
目
標
管
理
法
人
役
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
総
務
省
令
で
定

め
る
様
式
に
従
い
、
中
期
目
標
管
理
法
人
の
長
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

通
則
法
第
五
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
中
期
目
標
管
理
法
人
役
職
員
は
、
当
該
届
出
に
係

る
第
四
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
中
期
目

標
管
理
法
人
の
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

通
則
法
第
五
十
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
中
期
目
標
管
理
法
人
役
職
員
は
、
当
該
届
出
に
係

る
約
束
が
効
力
を
失
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
中
期
目
標
管
理
法
人
の
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４

通
則
法
第
五
十
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

氏
名

二

中
期
目
標
管
理
法
人
役
職
員
の
地
位

三

再
就
職
の
約
束
を
し
た
日

四

離
職
予
定
日

五

再
就
職
予
定
日

六

再
就
職
先
の
名
称

七

再
就
職
先
の
業
務
内
容

八

再
就
職
先
に
お
け
る
地
位

（
中
期
目
標
管
理
法
人
の
長
に
よ
る
報
告
）

第
十
七
条

通
則
法
第
五
十
条
の
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
毎
年
度
（
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）、
当
該
年
度
の
四
月
一
日
以
後
遅
滞
な
く
、
当
該
年
度
の

前
年
度
に
さ
れ
た
通
則
法
第
五
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
届
出
並
び
に
同
年
度
に
講
じ
た
通
則
法
第
五
十
条
の
八

第
一
項
及
び
第
二
項
の
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
へ
の
準
用
）

第
十
八
条

第
十
一
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
十
一
条
中
「
通
則
法
」
と
あ
る
の
は
「
通
則
法
第
五
十
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
通
則
法
」
と
、
第

十
二
条
中
「
通
則
法
」
と
あ
る
の
は
「
通
則
法
第
五
十
条
の
十
一
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
通
則
法
」と
、

第
十
三
条
中
「
第
五
十
条
の
四
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
通
則
法
第
五
十

条
の
四
第
三
項
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
通
則
法
」
と
あ
る
の
は
「
通
則
法
第
五
十
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す

る
通
則
法
」
と
、
同
条
第
四
号
中
「
又
は
不
利
益
処
分
（
行
政
手
続
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
不
利
益
処
分

を
い
う
。）の
対
象
」
と
あ
る
の
は
「
の
対
象
」
と
、
第
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
中
「
通
則
法
」
と
あ
る
の

は
「
通
則
法
第
五
十
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
通
則
法
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
の
七
を
第
九
条
と
す
る
。

第
二
条
の
六
第
一
項
中
「
第
二
条
の
四
第
五
項
」
を
「
第
六
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
条
の

四
第
二
項
」
を
「
第
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
二
条
の
五
の
見
出
し
中
「
中
期
計
画
」
を
「
中
期
計
画
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
通
則
法
第
四
十
四
条

第
三
項
」
を
「
中
期
目
標
管
理
法
人
」
に
、「
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
の
二
」
を
「
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号
」
に

改
め
、「
場
合
」
の
下
に
「
、
国
立
研
究
開
発
法
人
の
中
長
期
計
画
に
お
い
て
通
則
法
第
三
十
五
条
の
五
第
二
項
第
五

号
の
計
画
を
定
め
た
場
合
又
は
行
政
執
行
法
人
の
事
業
計
画
に
お
い
て
通
則
法
第
三
十
五
条
の
十
第
三
項
第
五
号
の

計
画
を
定
め
た
場
合
」
を
加
え
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
二
条
の
四
第
一
項
第
四
号
中
「
不
要
財
産
の
帳
簿
価
額
」
を
「
当
該
不
要
財
産
の
帳
簿
価
額
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
第
二
号
中
「
第
二
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
譲
渡
し
た
」を「
譲

渡
を
し
た
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
二
条
の
三
の
見
出
し
中
「
中
期
計
画
」
を
「
中
期
計
画
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
通
則
法
第
四
十
四
条

第
三
項
の
中
期
計
画
」
を
「
中
期
目
標
管
理
法
人
（
通
則
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
中
期
目
標
管
理
法
人
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）の
中
期
計
画
（
通
則
法
第
四
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
中
期
計
画
を
い
う
。
第
七
条
第
一
項
に

お
い
て
同
じ
。）」
に
、「
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
の
二
」
を
「
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
、「
場
合
」
の
下

に
「
、
国
立
研
究
開
発
法
人
（
通
則
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
立
研
究
開
発
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の

中
長
期
計
画
（
通
則
法
第
四
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
中
長
期
計
画
を
い
う
。
第
七
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）

に
お
い
て
通
則
法
第
三
十
五
条
の
五
第
二
項
第
五
号
の
計
画
を
定
め
た
場
合
又
は
行
政
執
行
法
人
（
通
則
法
第
二
条

第
四
項
に
規
定
す
る
行
政
執
行
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
事
業
計
画
（
通
則
法
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す

る
事
業
計
画
を
い
う
。
第
七
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
い
て
通
則
法
第
三
十
五
条
の
十
第
三
項
第
五
号
の
計

画
を
定
め
た
場
合
」
を
加
え
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
二
条
の
二
第
一
項
中
「
政
府
出
資
等
に
係
る
不
要
財
産
」
の
下
に「（
同
項
に
規
定
す
る
政
府
出
資
等
に
係
る
不

要
財
産
を
い
う
。
第
六
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
不
要
財
産
の
帳
簿
価
額
」を「
当

該
不
要
財
産
の
帳
簿
価
額
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。
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